
38 

 

 

 

本研究では、発達障害者が在宅就労支援プログラムを行う際に、就労移行支援事業所が

どのような支援方法や訓練を行っているのか、その現状について調査をすることを目的と

した。そこで、発達障害者へのテレワーク雇用に実績のある就労移行支援事業所の支援者

8 名（3 事業所）に対し回答を求めた。その結果、実際のプログラムの内容及び障害特性

に基づいた対応方法について明らかにすることができた。 

 

近年、障害特性に配慮した働き方としテ

レワークを導入する企業が多い。特に生ま

れながらの障害特性から環境との不適応さ

が生じやすい ASＤ者にとっては、このよ

うな働き方は今後の進路選択により良い影

響をもたらすことが期待できる。特にＡＳ

Ｄ者においては、環境との不適応さから不

安障害の併存率が高いことも指摘されてお

り、（Muris et a,1998）、これらの取り組

みが二次障害の併発を防ぐことが期待でき

る。 

そこで、今回の調査では、自閉スペクト

ラム症者（以下 ASD 者）を中心とする発

達障害者のテレワーク雇用への支援とし

て、特にオンラインを活用した在宅就労支

援について、どのような取り組みがなされ

るべきか、その基礎資料の作成を目的とし

ヒアリング調査を実施した。 

 

ヒアリング調査に同意を得た就労移行支

援事業所の支援者8名（3事業所）に対し回答

を求めた。また、就労移行支援事業所のスタ

ッフは発達障害を専門としており、在宅プ

ログラムの対象者についても発達障害もし

くは発達障害の特性を持った精神障害者で

あった。 

WEB（ZOOM）を使用した聞き取りによる調

査を実施した。 

研究対象者は、事前に郵送した本研究の

説明文書、同意書を読み、同意した上で研究

に参加した。また 同意後、同意書の記入を

求め、WEB（ZOOM）（配慮事項については4を

参照）にて、質問紙に沿って質疑をおこなっ

た。ヒアリングの時間は約60分とした。そし

て、インタビュー内容は対象者の同意の上、

録音し、インタビューデータより逐語録を

作成し、分析をおこなった。 
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インタビュー時のテキスト・音声及び映

像は、ZOOMによる機能を使った記録は一切

行わないようにした。音声はネットワーク

から切り離されたＩＣレコーダーで記録

し、第3者への漏洩を防ぐこととした。また、

録音を拒否された場合は、筆記にて記録を

残すこととした。ZOOMの使用については、

ミーティングに入る際はパスワードを設定

し、パスワードは厳重に管理することとし

た。研究の説明時点で、明らかになっている

ＺＯＯＭの脆弱性についてはわかりやすく

説明をした。以上の対応でもＺＯＯＭでの

調査に抵抗がある場合は電話での調査に変

更し、本研究の説明文を読み、同意したうえ

で研究に参加していただくよう配慮した。 

本研究は大妻女大学生命科学研究倫理審査

の承認を得た。（承認番号03－24） 

インタビューデータをGTAにより分析を行

い、カテゴリー化をおこなった。 

事業所では、就労移行支援事業所で実施

するプログラムの変更は行わず、現状のプ

ログラムを活かし、補完的な位置づけとし

て、オンライン（ZOOM）、電話、グーグルド

ライブなどを活用し、在宅就労支援プログ

ラム（表1,2参照）に取り組んでいた。 

対象者のほとんどが、発達障害の特性で

ある実行機能に困難さを抱えており、その

結果、時間管理に課題がみられた。そのた

め、インタビューでは、「障害特性」をカテ

ゴリーとして位置づけ、表3のようにどのよ

うな取り組みを行っているのかを明らかに

した。 
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本研究により、発達障害者の在宅就労支

援プログラムの実態を明かにすることが

できた。特に障害特性を想定したプログラ

ムの提供と個別に基づく介入が実施され

ており、個の特性に基づいた介入がなされ

ていた。これは在宅就労支援プログラムに

限らず、事業所内外プログラムでも同様で

あるが、これらから、本人の特性について

十分にアセスメントをしていく必要性に

ついても示唆された。そして、アセスメン

トについては、独自のシートを作成・活用

をしており、特に就労準備チェクリストの

ような基本的な生活スキルなど、就労スキ

ル以外の要素について丁寧に確認がなさ

れていた。 

 

ASD 者を中心とする発達障害者に対す
る在宅就労支援プログラムには、障害特性 
 

 
を想定した介入の必要性と就労スキル以
外の要素について具体的なアセスメント
を実施していくことが必要である。 
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